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議

会

議
会
活
動
状
況

議
会
活
動
状
況

６６
月

６
日
●
第
４
回
議
会
定
例
会　

開
会

　
　
　

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
　

●
令
和
５
年
度
工
事
竣
工
箇
所
及
び

　
　
　

令
和
６
年
度
工
事
予
定
箇
所
等
現

　
　
　

場
視
察

11
日
●
第
４
回
議
会
定
例
会　

再
開

20
日
●
例
月
出
納
検
査

　
　

●
村
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会

24
日
●
奈
良
県
町
村
議
会
議
長
会
監
査
委

　
　
　

員
研
修
会

26
日
●
村
人
権
教
育
推
進
協
議
会
理
事
会

28
日
●
区
長
会

第
４
回
議
会
定
例
会

第
４
回
議
会
定
例
会

　

令
和
６
年
第
４
回
議
会
定
例
会
が
６
月

６
日
（
木
）
〜
11
日
（
火
）
に
か
け
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
議
案
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
さ
れ
た

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
一
般
質
問

　

・
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
街
づ
く
り
の

　
　

提
案
（
岡
﨑
議
員
）

◆
条
例
改
正

　

・
議
案
第
１
号　

黒
滝
村
林
業
従
事
者

　
　

住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

　
　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

　
　

て
（
可
決
）

◆
補
正
予
算

　

・
議
案
第
２
号　

令
和
６
年
度
黒
滝
村

　
　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

　
　

つ
い
て
（
可
決
）

◆
そ
の
他

　

・
報
告
第
１
号　

繰
越
明
許
費
繰
越
計

　
　

算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
　
（
令
和
５
年
度
黒
滝
村
一
般
会
計
）

　

・
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　

議
会
議
員
の
選
挙

ど
ろ
ん
こ
遊
び
開
催

　

５
月
22
日
（
水
）
に
、
こ
ど

も
園
園
児
と
小
学
１
年
生
が
参

加
す
る
「
ど
ろ
ん
こ
遊
び
」
が

堂
原
で
開
催
さ
れ
、
走
っ
た
り

ボ
ー
ト
に
乗
っ
た
り
し
て
楽
し

み
ま
し
た
。

のの話話題題村村

フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
二
ン
グ

　
　
　
　
　

in
黒
滝
村

ク
ボ
タ
田
植
え

　

ク
ボ
タ
堺
ユ
ニ
オ
ン
（
ク
ボ
タ

堺
製
造
所
勤
務
の
従
業
員
に
よ
る

労
働
組
合
）
が
、
堂
原
地
区
に
お

い
て
、
地
域
の
有
志
の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
な
が
ら
、
農
業
体
験
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
に

お
い
て
も
、
新
入
社
員
研
修
の
一

環
と
し
て
、
田
植
え
（
手
植
え
・

機
械
植
え
）
実
習
を
行
い
ま
し

た
。
休
耕
田
の
活
性
化
に
も
取
り

組
ん
で
お
り
、
今
後
も
村
内
で
の

益
々
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

◆
お
問
合
せ
先　

企
画
政
策
課

　

５
月
26
日
（
日
）
村
内
に
お
い
て
、
第

５
回
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
in
黒
滝
村
が

開
催
さ
れ
、
東
は
館
山
市
（
千
葉
県
）、

西
は
倉
吉
市
（
鳥
取
県
）
か
ら
52
チ
ー
ム

１
５
６
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
関
係

で
、
５
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
回

は
、
過
去
最
高
の
参
加
者
数
と
な
り
ま
し

た
。

　

フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
と
は
、
時
間
内

に
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
回
っ
て
写
真
を

撮
り
、
合
計
点
数
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
本
年
度
は
下
市
町
、
吉
野
町
の
一
部

も
競
技
範
囲
に
加
わ
り
、
白
熱
し
た
戦
い

に
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
青
空
が
広
が
る

絶
好
の
競
技
日
和
で
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

誠
心
会

春
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

５
月
29
日
（
水
）
黒
滝
村
ふ

れ
あ
い
運
動
場
に
お
い
て
、
誠

心
会
春
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
36

名
の
方
が
参
加
し
、
上
位
入
賞

や
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
目
指
し

白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
展
開
と
な
り

ま
し
た
。
上
位
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

大
会
結
果

男
子
の
部
（
敬
称
略
）

　

優　

勝　
　

阪
中　

隆
一

　

準
優
勝　
　

玉
田　

正

　

３　

位　
　

松
本　

文
雄

　

４　

位　
　

岡
田　

秀
己

　

５　

位　
　

中
井　

俊
郎

女
子
の
部
（
敬
称
略
）

　

優　

勝　
　

田
村　

松
江

　

準
優
勝　
　

中　
　

洋
子

　

３　

位　
　

安
谷　

て
る
み

　

４　

位　
　

岡
村　

美
佐
子

　

５　

位　
　

西
浦　

登
久
子

日
本
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
シ
ッ
プ
２
０
２
４

あ
し
ふ
み
器
具
の
製
作

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
木
工

部
門
）
の
松
浦　

崇
さ
ん
が
、

村
民
の
方
か
ら
寄
付
頂
い
た
桧

材
で
、
木
工
技
術
の
習
得
も
兼

ね
て
「
あ
し
ふ
み
器
具
」
を
製

作
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
や
村
施
設

各
所
で
活
用
し
、
村
民
の
皆
さ

ま
の
健
康
増
進
に
役
立
た
せ
て

頂
き
ま
す
。

◀椅子に座ったまま使用し、膝

　や股関節に負担をかけず足踏

　み運動ができます

　

６
月
１
・
２
日
に
、
青
森
県

に
て
日
本
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

シ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
黒
滝
村

か
ら
は
黒
滝
村
森
林
組
合
の
梶

谷
氏
と
安
崎
氏
、
役
場
の
国
本

（
奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
）
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

３
名
と
も
予
選
通
過
と
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
競

技
を
通
し
て
身
に
付
け
た
安
全

か
つ
正
確
な
作
業
を
村
内
外
問

わ
ず
広
め
て
い
く
こ
と
で
、
林

業
の
振
興
に
繋
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

この大会は、林業技術及び安全作業意識の向
上や林業の社会的地位向上を目的に実施され
ています
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医
療
費
制
度
の
お
知
ら
せ

〜
新
し
い
保
険
証
が
届
き
ま
す
〜

　

次
の
保
険
証
や
高
齢
受
給
者
証
、

受
給
資
格
証
の
有
効
期
限
は
、
７
月

31
日
で
す
。

 

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

 

・
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

 

・
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
証

　
（
心
身
障
害
者
医
療
費
・
ひ
と
り

　

親
家
庭
等
医
療
費
）

　

新
し
い
保
険
証
等
を
７
月
下
旬
に

「
簡
易
書
留
」
で
郵
送
し
ま
す
の
で

ご
確
認
い
た
だ
き
、
８
月
１
日
以

降
、
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
は
新

し
い
「
保
険
証
」
等
を
ご
提
示
く
だ

さ
い
。

※
有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
等
は

　

役
場
窓
口
（
保
健
福
祉
課
）
へ
返

　

却
い
た
だ
く
か
、
ハ
サ
ミ
を
入
れ

　

る
な
ど
し
、処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

※
氏
名
、
住
所
、
加
入
し
て
い
る
健

　

康
保
険
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は

　

変
更
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と

　

な
る
方
は
、
75
歳
以
上
の
方
で
す

　

が
、
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
65
歳

　

以
上
75
歳
未
満
の
方
は
加
入
す
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く

　

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

奈
良
県
警
察
官

　
　
　
　

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　
　

外
国
語
指
導
助
手

　
　
　
　
　
　

退
任
の
お
知
ら
せ

　

令
和
５
年
８
月
か
ら
外
国
語
指
導

助
手
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
ロ
ー
ガ
ン
・
ポ
ー
ル
・
セ
ー
ラ
ー

さ
ん
の
任
期
が
、
７
月
を
も
っ
て
終

了
し
ま
す
。

　
【
ロ
ー
ガ
ン
・
ポ
ー
ル
・
セ
ー
ラ
ー

さ
ん
か
ら
黒
滝
村
の
皆
さ
ま
へ
】

　

７
月
末
を
も
っ
て
、
黒
滝
村
で
の

生
活
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
残

念
に
思
っ
て
い
ま
す
。
た
っ
た
一
年

間
の
滞
在
で
し
た
が
、
黒
滝
村
の
皆

さ
ま
に
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
、

ま
た
黒
滝
村
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
呼

べ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

黒
滝
村
に
来
た
当
初
は
、
田
舎
で

一
人
暮
ら
し
を
す
る
の
が
少
し
怖
く

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
鮮
な

空
気
、山
の
霧
、そ
し
て
こ
こ
の
人
々

の
優
し
さ
で
す
ぐ
に
心
が
晴
れ
ま
し

た
。
私
は
こ
の
村
の
美
し
さ
を
ず
っ

と
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
村
を
離
れ
る
こ

と
を
悲
し
く
思
っ
て
い
ま
す
が
、
い

つ
か
ま
た
黒
滝
村
を
訪
れ
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
黒
滝
村

が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
る
か
、

そ
し
て
皆
さ
ん
に
も
う
一
度
お
会
い

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
ど
う
か
次
の
英
語
の
先
生
が
私

と
同
じ
こ
と
を
思
え
る
よ
う
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
親
切
に
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　

私
が
快
適
な
生
活
か
ら
飛
び
出
し

て
冒
険
し
た
よ
う
に
、
生
徒
た
ち
に

も
い
つ
か
日
本
の
外
を
冒
険
し
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
初
は
怖

い
と
感
じ
た
と
し
て
も
、
か
け
が
え

の
な
い
経
験
に
な
る
は
ず
で
す
。
皆

さ
ん
に
は
、
新
し
い
心
躍
る
経
験
の

た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
も
英
語
の
勉

強
を
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
ー
ガ
ン
よ
り

保険料の免除や猶予を受けず保険料を納め忘れの状
態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生する
と、障害基礎年金・遺族基礎年金が受けられない場合が
あります。
経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが

困難な場合には、保険料の納付が免除・猶予となる「保
険料免除制度」や「納付猶予制度（５０歳未満）」があ
りますので、村役場の国民年金担当窓口に申請してくだ
さい。
令和６年度分（7月分から翌年 6月分）の免除等の

受付は、７月１日から開始されます。また、申請時点の
2年１ヶ月前の月の分までさかのぼって申請することが
できます。
失業等により保険料を納めることが経済的に困難な

方には、申請によって保険料の納付を免除される特例免
除制度があります。
　　　　◆お問合せ先　保健福祉課
　　　　　　　　　　　大和高田年金事務所

☎０７４５－２２－３５３１

国民年金保険料免除等の申請について農作業中の熱中症を予防しましょう！農作業中の熱中症を予防しましょう！
　夏に向けて、農作業中に熱中症になる人が増えてきま
す。熱中症は正しい知識を身につけることで、適切に予
防することが可能です。

＊予防のポイント＊
①暑さを避ける
　高温時の作業は極力避け、日陰や風通しのよい場所で
　作業しましょう。
②こまめな休憩と水分補給
　喉の渇きを感じる前に、こまめに水分・塩分を補給し
　ましょう。
③単独作業は避ける
　複数名で作業を行い、時間を決めて連絡を取り合いま
　しょう。
④熱中症対策アイテム
　帽子や吸湿速乾性の衣服の着用、空調服や送風機を活
　用しましょう。

◆お問合せ先　企画政策課（黒滝村農業委員会）

ひ
な
っ
こ
キ
ッ
ズ

◆
内
容

　

未
就
園
児
の
親
子
や
妊
娠
中
の
お
母

さ
ん
が
気
軽
に
集
ま
る
場
で
す
。

　
「
子
育
て
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
話
し

た
い
な
」「
お
友
だ
ち
が
で
き
た
ら
い

い
な
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
ホ
ッ

と
一
息
入
れ
て
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
お

話
を
し
た
り
し
て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時

　

7
月
5
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

◆
対
象
者

　

未
就
園
児
の
親
子
・
祖
父
母

　

妊
娠
中
の
お
母
さ
ん

◆
場
所

　

わ
か
す
ぎ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
旧
中
学
校
）

　

２
階
お
も
ち
ゃ
図
書
館
へ
直
接
、

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
は
不
要
で
す
。

◆
参
加
費　

無
料

※
各
自
、
水
筒
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

健
康
づ
く
り
情
報

税等の納期

７月３１日（水）

固定資産税　　　第２期
国民健康保険税　第１期
介護保険料　　　第１期
後期高齢者医療　第１期

忘れずに
納付しましょう！

令和５年度善意銀行収支報告
　このお金は村内の金融機関
に預け、収支については民生・
児童委員協議会で管理し、払
い出しについては社会福祉に
活用しています。
◆令和５年度の支出状況

　安心箱設置 １７，７９５ 円

　救急医療情報キット購入　
　　　　　　　８，１００円

令和６年３月末の預金残高

令和５年度中に
皆さまの善意で寄せられたお金

２３２，０４０円
（預金利子含む）

１２，４２２，２９９円

　

な
お
、
８
月
か
ら
新
た
に
マ
ッ
ケ

ン
ジ
ー
・
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ト
ー
マ
ス

さ
ん
が
外
国
語
指
導
助
手
と
し
て
着

任
さ
れ
ま
す
。
ト
ー
マ
ス
さ
ん
の
紹

介
は
９
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

◆第一次試験日

◆受験資格

◆受付期間

教養試験・論（作）文試験
９月 22日（日）
体力試験・口述試験①
10月５日（土）、６日（日）のうち指定する１日

○大卒区分
　平成３年４月２日以降に生まれた人で学校教育法
　による大学（短期大学を除く）を卒業した人又は
　令和７年３月末日までに卒業見込みの人
○大卒区分以外
　平成３年４月２日から平成 19年４月１日までに
　生まれた人で上記大卒区分以外の人

インターネットのみ（県警ホームページから）
７月１日（月）～８月 23日（金）

◆
お
問
合
せ
先

　

奈
良
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

　

☎
０
１
２
０
‐
３
５
１
‐
２
０
４

　
　
（
採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
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黒滝村人権・同和問題
啓発活動推進本部

毎月１１日は

【人権を確かめあう日】

７
月
は　

差
別
を
な
く
す
運
動

　
　
　
　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
強
調
月
間
で
す

　

差
別
を
な
く
す
運
動
強
調
月
間
中
の
行
事
と
し
て
、
差
別
を
な
く
す
村

民
集
会
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
日
の
午
後
に
人
権
・
行
政
に
つ
い
て
の
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

差
別
を
な
く
す
村
民
集
会

【
日
時
】　

７
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前 

10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

【
場
所
】　

こ
も
れ
び
ホ
ー
ル

◆
講
師

　

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手　

大
島　

久
美
子　

さ
ん

　

ピ
ア
ノ
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
を
は
じ
め
、
童
謡

や
唱
歌
を
継
承
す
る
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。

◆
演
題

　

平
和
の
祈
り
コ
ン
サ
ー
ト
〜
プ
レ
ギ
エ
ラ

　

安
心
し
て
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
毎
日
で
あ
る
た

め
に
、忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
何
な
の
か
、

そ
し
て
、
希
望
に
満
ち
た
平
和
な
未
来
に
す
る

た
め
に
、平
和
へ
の
祈
り
と
想
い
を
心
に
刻
む
、

歌
と
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

人
権
・
行
政
相
談
所
開
設

【
日
時
】 

７
月
９
日
（
火
）

　
　
　

 
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

【
場
所
】 
黒
滝
村
役
場　

１
階　

会
議
室

【
相
談
員
】（
敬
称
略
）

　

人
権
擁
護
委
員　

山
内　

弘
昭

　

人
権
擁
護
委
員　

上
浦　

早
苗

　

行
政
相
談
委
員　

岡
田　

晴
美

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は

　

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で

安
心
な
明
る
い
地
域
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

【
行
動
目
標
】

①
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
明

る
い
地
域
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う

②
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
が
再
び
犯

罪
や
非
行
を
し
な
い
よ
う
に
、
そ
の

立
ち
直
り
を
支
え
ま
し
ょ
う

【
重
点
事
項
】

①
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
事
情
を

理
解
し
た
上
で
雇
用
す
る
協
力
雇
用

主
を
増
や
す
こ
と

②
帰
る
べ
き
場
所
が
な
い
ま
ま
、
刑

務
所
か
ら
地
域
社
会
に
戻
る
人
の
数

を
減
ら
す
こ
と

③
薬
物
を
は
じ
め
と
す
る
依
存
症
か

ら
の
回
復
と
社
会
復
帰
を
長
期
的
に

支
え
る
地
域
の
環
境
を
作
る
こ
と

④
犯
罪
を
し
た
高
齢
者
、
障
が
い
者

等
が
社
会
復
帰
に
必
要
な
支
援
を
受

け
ら
れ
る
環
境
を
作
る
こ
と

⑤
非
行
少
年
が
学
び
を
継
続
で
き
る

環
境
を
作
る
こ
と

◆
お
問
合
せ
先　

住
民
生
活
課

　５月号広報にチラシを折り込みしたところ、何人かの方から
「いったいどんなことをするの？」とお問合せいただきました。
　黒滝村の環境保全を考えることを目的に住民参加型のフォー
ラムを開催したことをきっかけに、住民主体で黒滝村の地域づ
くりや将来的なあるべき姿について考えようと始まったのが、
「黒滝村夢を叶える会」です。
　現在、取り組んでいる項目は
●再生可能エネルギーの導入について
●森林整備と土地利用について
●地域の催し事の再認識について　　　です
　今後も広報紙やホームページにて活動内容を発信していきま
すので、ご興味のある方はご意見をお聞かせください。

◆お問合せ先　住民生活課（黒滝村夢を叶える会事務局）

入 札 結 果入札日　５月２２日

工事（業務）名 落札金額
（消費税込）

1,509,200円㈱みよしの
代表取締役　中辻　真美 令和６年７月１２日

落札者 期間
（完了日）

㈱中工業
代表取締役　中川　宇 1,719,300円 令和６年７月１９日

㈲サンユウ工業
代表取締役　裏野　亮二 1,078,000円 令和６年８月３１日

観光施設（道の駅）改修工事

舗装改修工事

黒滝村庁舎外部階段修繕工事

「黒滝村夢を叶える会」で何するの？

■ 貸し出し日　   月～金曜日（祝日は休み）
　　　　　　　　 第２、第４日曜日　　　　　　　　
■ 貸し出し期間　２週間
※ただし、それ以上になる場合は、教育委員会へ連絡して
　ください。

魔女と過ごした七日間　　／　　東野　圭吾魔女と過ごした七日間　　／　　東野　圭吾

「魔女と過ごした七日間」はＡＩによる監
視システムが強化された近未来の日本が舞
台。主人公・陸真は父の死をきっかけに、不
思議な力を持つ羽原円華と出逢うだけでな
く、彼も知らなかった家族にも出逢うことに
なる。その家族の中にも不思議な力を持つ者
がいることを知ることに。スリリングでミス
テリアスな内容となっています。
ベストセラー作家・東野圭吾氏の著作
１００作目であり、累計２００万部を超える
「ラプラスの魔女」シリーズの最新長編作！

図書室 だ よ り

を叶える会夢
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黒
滝
村
村
民
憲
章

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
黒
滝
村
の

よ
さ
を
活
か
し
、
先
人
の
努
力
に
学

び
、
知
恵
と
心
を
結
集
し
、
明
る
く

豊
か
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

・
豊
か
な
自
然
を
ま
も
り
、
よ
り
住

み
良
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
努
め

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
い
、
や

さ
し
さ
と
あ
た
た
か
さ
に
み
ち
た

村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
郷
土
の
文
化
遺
産
を
大
切
に
し
、

若
い
力
を
は
ぐ
く
み
、
生
涯
学
習
の

ふ
く
ら
む
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
勤
労
を
尊
び
、
産
業
の
振
興
に
努

め
、
未
来
を
拓
く
活
力
あ
る
村
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

・
長
寿
の
よ
ろ
こ
び
を
み
ん
な
で
支

え
、
健
康
で
生
き
が
い
の
も
て
る
福

祉
の
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

村の施設の電話番号
市外局番（0747）

人口・世帯数
（６月１日現在）

　　男　　２８５人　　（－３）
　　女　　３１０人　　（＋２）
　　計　　５９５人　　（－１）
　　世帯　３２８世帯　（－１）

役　場
　　ＩＰ電話

防災放送電話音声対応サービス
（専用ダイヤル）
教育委員会事務局
　　ＩＰ電話
診療所
　　ＩＰ電話
歯科診療所
デイサービスセンター
地域包括支援センター
（社会福祉協議会）
　　ＩＰ電話
こもれびホール
黒滝駐在所
観光施設に関することは、
　観光施設指定管理者
（株）黒滝森物語村

62-2031
0747-68-9200

～ 9202

62-9010
62-2314

0747-68-9204
62-2747

0747-68-9700
62-2621

62-2850
0747-68-9023

62-2280
62-2034

62-2770

【　　　　　　　
　】

【　　　　　　　】

【　　　　　　　】

【　　　　　　　】

くろたきテレビくろたきテレビ
11ch で放映中11ch で放映中

11ch では、村からの様々な11ch では、村からの様々な
お知らせを掲載していますお知らせを掲載しています
ので、是非ご視聴ください。ので、是非ご視聴ください。

お手元にありますか？～防災マップの再確認を！～
突然訪れる地震や水害などの自然災害、日頃からの備えが大切

です。各ご家庭へ配付しました『防災マップ』をもう一度見直して、
いざという時、あわてずに行動できるように話し合いましょう。
防災マップが無い方は、「黒滝村ホームページ→

くらしガイド→消防・防災→防災対策と心得」から
ダウンロード、または役場総務課までご連絡くださ
い。　　　　　　　　　　　◆お問合せ先　総務課

個別受信機の状態を確認しましょう個別受信機の状態を確認しましょう
　ご家庭に設置している戸別受信機は、家庭用の一般電源（ＡＣ
１００Ｖ）で動作しますが、停電が発生した場合にも動作するよう
乾電池を入れておきましょう。電池切れした乾電池を入れたままに
すると、「液もれ」等による故障の原因となります。
　乾電池は１年に１回を目安に交換しましょう。
　電源ランプが点滅している場合、
点検が必要です。
　一度、電源ランプの状態を確認し
てみましょう。
　　　　　　◆お問合せ先　総務課

下市消防署からのお知らせ
火遊び・花火による火災の防止

　夏は、花火のシーズンですが、取扱い上の不注意から毎年火災
が発生しています。素敵な思い出にするためにも以下のことに注
意しましょう。
　　①子どもだけで花火をしない。
　　②周りに燃えやすい物がないか確認する。
　　③水バケツを準備して確実に火を消す。
　　④風の強い日はしない。

◆お問合せ先　奈良県広域消防組合　下市消防署・黒滝分署


